
１

明
治
三
十
二
年
七
月
五
日

読
売
新
聞

「
足
利
義
教
の
刀

鶯
丸
」

越
前
某
地
の
旧
藩
主
某
子
爵
重
代
の
寶

刀
に
鶯
丸
と
呼
ぶ
が
あ
り
能
登
守
教
経

の
佩
刀
を
鍛
た
る
備
前
友
成
の
作
に
て

長
二
尺
四
寸
、
足
利
将
軍
義
教
の
蔵
す

る
所
な
り
し
が
義
教
故
あ
り
て
之
を
某

家
の
遠
祖
に
與
へ
自
筆
の
感
状
を
添
へ

け
れ
ば
同
家
に
於
て
上
な
き
寶
物
と
し

て
永
く
子
孫
に
伝
へ
先
年
同
家
よ
り
粟

田
口
久
國
の
太
刀
他
二
口
と
共
に
遊
就

館
へ
出
陳
せ
し
こ
と
も
あ
り
然
る
に
同

家
改
革
の
際
此
四
品
は
去
る
人
の
手
に

流
れ
て
久
し
く
踪
跡
を
知
る
能
は
ざ
り

し
が
旧
対
州
候
宗
子
爵
は
刀
剣
の
鑑
識

に
富
み
て
現
今
帝
室
御
物
中
第
一
位
を

占
む
る
平
家
の
小
烏
が
伊
勢
家
を
離
れ

て
外
人
の
手
に
渡
ら
ん
と
す
る
を
廃
刀

令
発
布
の
当
時
喰
ひ
止
め
し
程
な
れ
ば

鶯
丸
の
行
衛
に
就
て
も
大
に
苦
慮
す
る

所
あ
り
し
に
先
比
鹿
児
島
県
人
重
野
某

氏(

安
繹
博
士
の
親
族)

其
所
在
を
知
る

よ
し
風
聞
せ
し
か
ば
子
爵
は
傳
を
求
め

て
某
氏
を
尋
ね
出
し
種
々
交
渉
の
末
此

程
遂
に
夫
の
鶯
丸
を
買
い
取
り
た
る
由

１

明
治
二
十
四
年
十
二
月
十
七
日

読
売
新
聞

今
般
都
合
に
依
り
左
記
の
地
へ
転
居
此

段
辱
知
諸
君
へ
広
告
す

赤
坂
区
青
山
北
町(

現
港
区
北
青
山)

小
笠
原
長
育

１

明
治
二
十
四
年
七
月
二
十
五
日

読
売
新
聞

御
隠
居
従
四
位
長
守
殿
御
儀
兼
ね
て

御
病
気
之
處
御
養
生
無
御
叶
今
二
十

四
日
午
前
一
時
被
成
御
逝
去
候
此
段

旧
勝
山
藩
士
に
御
報
告
致
候
也
但
来

二
十
六
日
午
後
四
時
本
所
番
場
町

（
現
墨
田
区
本
所
町)

御
私
邸
御
出
棺

浅
草
松
葉
町
海
禅
寺
へ
御
葬
送
の
事

子
爵
小
笠
原
長
育
家
扶

１

明
治
二
十
二
年
十
一
月
八
日

東
京
朝
日
新
聞

叙
任
・
辞
令
十
一
月
六
、
七
、
八
日

任
東
宮
侍
従
正
五
位
子
爵
小
笠
原
長
育

同

正
五
位
子
爵
大
宮
以
季

同

正
五
位

勘
解
由
小
路
資
承

１

明
治
二
十
一
年
十
一
月
六
日

読
売
、
毎
日
、
東
京
日
日

「
靖
国
神
社
大
祭
」

今
明
両
日
は
靖
国
神
社
の
大
祭
な
る
が

同
社
に
て
は
社
殿
脇
へ
一
の
暇
屋
を
設

け
豫
定
の
如
く
昨
日
午
後
七
時
よ
り

旧
久
留
米
藩
士
真
木
和
泉
守
他
十
七

名
の
招
魂
祭
を
も
執
行
し
本
日
は
競
馬
、

明
日
は
能
及
び
富
士
見
町
木
村
官
兵

衛
の
奉
納
に
係
る
競
馬
あ
り
尤
も
雨
天

な
れ
ば
順
延
と
の
事
又
右
大
祭
に
付
同

境
内
の
遊
就
館
は
昨
日
よ
り
大
祭
中
臨

時
総
覧
を
許
さ
る
る
よ
し
な
る
が
今
度

諸
家
よ
り
同
館
へ
出
品
あ
り
し
内
著
し

き
も
の
左
の
如
く
な
り
と

〇
宮
内
省
よ
り
金
装
の
御
太
刀

〇
子
爵
小
笠
原
長
育
氏
よ
り
備
前

友
成
刀(

鶯
丸
と
称
す)
但
足
利
義

教
将
軍
感
状
添

〇
子
爵
本
田
忠
教
氏
よ
り
国
次
刀
、
中

島
来
刀
〇
侯
爵
徳
川
義
禮
氏
よ
り
名
物

貞
宗
短
刀
、
大
進
坊
祐
慶
刀
〇
子
爵
内

藤
六
十
麿
氏
よ
り
古
い
蒔
絵
鞍
〇
公
爵

毛
利
元
徳
氏
よ
り
金
造
短
刀
岩
倉
住

行
観
造
に
て
贈
従
一
位
敬
親
氏
常
に
帯

せ
し
品
〇
子
爵
有
馬
道
鈍
氏
よ
り
正
恒

太
刀
〇
子
爵
田
中
光
顕
氏
よ
り
一
文
字

貞
眞
太
刀
、
備
前
国
一
文
字
助
宗
太
刀

〇
伯
爵
松
平
基
則
氏
よ
り
木
村
長
門
守

重
成
差
料
刀
〇
伯
爵
伊
達
宗
基
氏
よ
り

南
■
剣
二
本
〇
伯
爵
井
伊
直
憲
氏
よ
り

粟
田
口
久
國
刀
一
腰
〇
侯
爵
蜂
須
賀

茂
昭
氏
よ
り
大
坪
道
■
の
作
鞍
鐙
一
ト

組
〇
伯
爵
南
部
利
恭
よ
り
金
造
り
太
刀

友
成
作
〇
子
爵
伊
藤
長
■
氏
よ
り
國
行

太
刀
、
糸
巻
太
刀
宇
多
平
國
、
鶴
ノ
丸

紋
散
蒔
絵
薙
刀

１

明
治
二
十
年
二
月
九
日

読
売
新
聞

主
人
義
這
回
左
記
の
地
へ
移
転
致
候
に

付
此
段
辱
知
諸
彦
並
同
郷
の
諸
君
へ
御

報
道
仕
候
也

牛
込
区
牛
込
弁
天
町(

現
新
宿
区
弁
天
町)

子
爵

小
笠
原
長
育

家
扶

１

明
治
二
十
一
年
十
一
月
二
日

東
京
朝
日
新
聞

宝
剣
鶯
丸

旧
勝
山
藩
小
笠
原
家
お
い
て
祖
先
よ
り

伝
来
の
鶯
丸
と
名
づ
く
る
宝
剣
は
其
初

足
利
義
教
将
軍
の
佩
刀
な
り
し
を
同
家

の
祖
先
た
る
大
膳
大
夫
長
春
と
い
ふ
人

が
賜
は
り
爾
後
引
き
続
き
今
日
ま
で
伝

来
せ
し
も
の
な
る
が
作
は
備
前
友
成
長

さ
凡
そ
二
尺
三
寸
お
い
て
友
成
の
作
よ

り
も
最
も
見
事
の
出
来
な
る
が
ご
と
く

光
芒
陸
離
一
見
人
を
し
て
寒
か
ら
し
む

る
も
の
な
る
を
今
度
靖
国
神
社
境
内
な

る
遊
就
館
よ
り
出
品
し
て
来
る
六
日
の

大
祭
よ
り
諸
人
の
縦
覧
を
許
す
よ
し

編
集
注
記

: 

大
膳
大
夫×

長
春
〇
政
康
も

し
く
は
正
透
。(

正
透
は
政
康
の
法
名)

嘉
吉
元
年
（
１
４
４
１
）五
月
二
十
六
日

勝
山
小
笠
原
文
書

今
度
結
城
館
事
即
時
攻
落
凶
徒
等
悉

討
捕

剰
虜

春
王
丸
安
王
丸
畢
武
略
無

比
類
尤
感
思
食
候

仍
鶯
太
刀
友
成

一
腰

遣
之
候
也

五
月
廿
六
日

義
教
将
軍
花
押

小
笠
原
大
膳
大
夫
入
道
殿

明
治
十
九
年
十
一
月
十
八
日

朝
日
新
聞

辞
令

明
治
十
九
年
十
一
月

明
宮
勤
務
被
仰
付
年
棒
二
百
四
十
円
下
賜

正
四
位
伯
爵
松
浦

栓

同
上

従
五
位
子
爵
小
笠
原
長
育

１ １
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編
集
注
記:

明
治
四
年
廃
藩
置
県
後

小
笠
原
家
の
東
京
の
移
住
先
は

日
本
橋
区
浜
町(

旧
勝
山
藩
上
屋
敷)

現
中
央
区
日
本
橋
久
松
町

以
降
住
所
に
関
し
て
は
番
地
を
省
略

最
後
の
勝
山
藩
主
長
守
は
明
治
6

年
に
家
督
を
長
育(

13
才)

に
譲
る

明
治
二
十
三
年
四
月
二
十
四
日

読
売
新
聞

頃
日
来
当
家
名
義
を
以
て
金
円
賃
借

等
諸
方
へ
申
込
も
の
之
あ
る
や
に
伝
聞

す
右
は
当
家
に
於
て
一
切
関
係
無
之
に

付
此
段
広
告
す

牛
込
区
牛
込
北
町
（
現
新
宿
区
細
工
町)

小
笠
原
長
育
家
扶

編
集
注
記: 

住
所
の
記
録
と
し
て
記
載

弁
天
町
と
は
近
い
が
別
住
所
（
多
分
）

明
治
二
十
一
～
六
年
？

小
笠
原
長
育→

？

明
治
三
十
二
年
頃

？

→

宗
重
正

明
治
三
十
九
年
頃

宗
重
望→

田
中
光
顕

嘉
吉
元
年

足
利
義
教→

小
笠
原
政
康

明
治
四
十
年

田
中
光
顕→

明
治
天
皇

皇
御
宇
永
享
十
一
年
二
月
足
利
持
氏

自
殺
の
後
持
氏
の
遺
臣
は
持
氏
の
二
子

春
王
安
王
を
奉
じ
て
二
荒
山
に
潜
み
持

氏
の
遺
業
を
恢
復
せ
ん
と
下
総
結
城
の

結
城
氏
朝
に
依
り
兵
を
挙
ぐ
翌
嘉
吉
元

年
足
利
将
軍
義
教
は
諸
軍
を
発
し
て
結

城
を
攻
め
し
も
四
月
城
陥
り
て
氏
朝
戦

死
し
春
王
安
王
は
小
笠
原
大
膳
大
夫

入
道
政
康
及
長
尾
因
幡
守
豊
景
の
為
に

擒
に
せ
ら
る
持
氏
の
季
子
永
寿
王
も
亦

擒
に
せ
ら
れ
春
王
安
王
は
其
五
月
に
美

濃
の
垂
井
に
て
斬
ら
れ
し
も
永
寿
王
は

未
だ
幼
年
な
り
し
か
ば
死
を
許
さ
れ
後

古
河
公
方
成
氏
と
称
し
た
り
き
又
小
笠

原
政
康
は
将
軍
義
教
よ
り
褒
賞
と
し
て

足
利
家
重
代
鶯
丸
の
太
刀
に
感
状
を
添

え
て
與
え
ら
る
其
の
感
状
に
曰
く

今
度
結
城
館
事

即
時
攻
落

凶
徒

等
悉
討
捕

剰
虜

春
王
丸
・安
王
丸

畢
武
略
無
比
類
尤
感
思
食
候

仍
鶯
太
刀
友
成
一
腰

遣
之
候
也

五
月
二
十
六
日

義
教
将
軍
花
押

小
笠
原
大
膳
大
夫
入
道
ど
の
へ

備
前
国
友
成
は
一
條
天
皇
御
宇
永
延
の

頃
の
刀
工
に
し
て
表
に
「
君
万
歳
」
と
打

ち
裏
に
「
備
前
国
友
成
」
と
銘
打
ち
た

る
も
の
な
り
と
云
う
当
時
宮
相
は
左
の

歌
を
添
え
て
奉
れ
る
由
な
り

結
城
の
大
本
営
に
供
奉
し
け
る
時
鶯
丸

の
太
刀
に
添
え
て
奉
れ
る

光
顕
上

美
い
く
さ
は
た
た
か
ふ
毎
に
勝
山
の

城
に
つ
た
へ
し
太
刀
た
て
ま
つ
る

大
前
に
さ
さ
ぐ
る
た
ち
の
つ
か
の
ま
も

わ
れ
は
わ
す
れ
じ
君
が
め
ぐ
み
を

編
集
注
記
：
献
上
時
の
記
事
で
は
鶯

丸
に
「
君
万
歳
」
と
刻
ま
れ
て
い
る

と
も
読
め
る
が
、
実
際
は
刻
ま
れ
て

い
な
い
は
ず
。
鶯
丸
の
佩
表
の
銘
は

「
備
前
国
友
成
」
。
他
の
君
万
歳
友

成
の
話
が
誤
っ
て
伝
わ
っ
た
か
？

＊
＊
＊
＊
＊

明治うくひす新聞

足利

足利
二つ引き

小笠原

三階菱

三つ葉木瓜

田中

丸に四目結

宗

編
集
注
記:

明
治
二
十
六
年
に
長
育
に

よ
り
再
装
丁
さ
れ
た
小
笠
原
家
重
代
の

文
書
「
小
笠
原
文
書
」
の
目
録
に
鶯
丸

の
感
状
が
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め

編
集
注
記:

「
勝
山
藩
古
事
記
」
に
は

長
育
の
墓
所
は
浅
草
海
禅
寺
と
あ
る

明
治
三
十
二
年
七
月
十
一
日

東
京
朝
日
新
聞

「
足
利
義
教
の
刀
」

越
前
某
子
爵
家
に
伝
わ
り
し
寶
刀
鶯
丸

は
備
前
友
成
の
作
に
て
足
利
義
教
の
蔵

せ
し
を
手
書
を
添
へ
て
某
子
爵
に
賜
り

し
が
其
後
轉
輾(

て
ん
て
ん)

し
て
所
在

知
れ
ざ
り
し
を
対
州
宗
子
爵
百
方
捜

索
し
重
野
某
の
手
に
在
る
を
知
り
之
を

購
ふ
て
家
に
蔵
す

明
治
四
十
年
十
一
月
二
十
一
日

読
売
新
聞

●
宮
相
よ
り
献
上
の
名
刀

―

結
城
大
本
営
に
於
て
ー

宮
内
大
臣
田
中
光
顕
氏
は
大
演
習
行

幸
供
奉
と
し
て
結
城
に
滞
在
中
同
地
に

因
み
深
き
足
利
家
重
代
の
鶯
丸
と
い
へ

る
名
刀
を
畏
き
辺
に
奉
り
た
り
と
云
ふ

が
其
名
刀
の
由
来
を
聞
く
に
後
花
園
天

明
治
四
十
年
十
一
月
二
十
一
日

東
京
日
日
新
聞

●
献
上
の
太
刀

▲
足
利
家
重
宝
鶯
丸

常
野
大
演
習
の
折
か
ら
田
中
宮
相
よ
り

畏
き
辺
り
へ
献
じ
た
る
足
利
家
の
重
宝

鶯
丸
の
由
来
を
聞
く
に
花
園
帝
の
永
享

十
一
年
庚
申
二
月
足
利
持
氏
自
殺
の

後
な
り
遺
臣
等
は
曹
子
春
王
安
王
の
二

方
に
供
奉
し
て
二
荒
山
に
潜
み
て
や
が

て
結
城
氏
朝
に
依
り
下
総
国
結
城
の
城

に
兵
を
挙
げ
し
も
其
の
甲
斐
な
く
嘉
吉

元
年
辛
酉
足
利
将
軍
義
教
の
追
手
は
大

兵
と
な
り
て
城
を
囲
み
同
年
四
月
城
陥

り
氏
朝
等
は
戦
死
し
春
王
安
王
の
二
子

は
小
笠
原
大
膳
大
夫
長
尾
因
幡
守
の
手

に
擒
わ
れ
翌
五
月
美
濃
の
垂
井
に
斬
ら

れ
ぬ
此
の
際
功
に
よ
り
将
軍
家
よ
り
一

腰
贈
ら
れ
之
れ
後
に
鶯
丸
と
名
付
け
ら

れ
し
も
の
に
て
一
條
帝
の
永
延
年
中
に

備
前
国
友
成
の
手
に
作
り
表
に
「
君
万

歳
」
と
の
刻
あ
る
名
刀
な
り
し
と
ぞ

因
み
に
宮
相
が
詠
み
た
る
奉
献
の
歌
を

茲
に
掲
ぐ

み
い
く
さ
は
た
た
か
う
毎
に
勝
山
の

城
に
つ
た
へ
し
太
刀
た
て
ま
つ
る

大
前
に
さ
さ
ぐ
る
た
ち
の
つ
か
の
ま
も

わ
れ
は
わ
す
れ
し
き
み
か
め
く
み
を

明
治
四
十
年
十
一
月
二
十
一
日

東
京
朝
日
新
聞

名
刀
「
鶯
丸
」
の
献
上

▽
結
城
大
本
営
に
於
て

▽
田
中
宮
相
よ
り
奉
献

宮
内
大
臣
田
中
光
顕
氏
は
大
演
習
行

幸
供
奉
と
し
て
結
城
に
滞
在
中
同
家
に

因
み
足
利
家
重
代
の
鶯
丸
（
備
前
友
成

作
）
を
畏
き
辺
に
奉
り
た
り
と
云
う
今

其
名
刀
の
由
来
を
聞
く
に
左
の
如
し

後
花
園
天
皇
御
宇
永
享
十
一
年
庚
申

二
月
足
利
持
氏
自
殺
の
後
持
氏
の
遺
臣

等
、持
氏
の
二
子
春
王
安
王
を
奉
じ
下

総
結
城
の
結
城
氏
朝
に
頼
り
兵
を
挙
げ

し
が
翌
嘉
吉
元
年
将
軍
義
教
諸
軍
を
発

し
て
結
城
を
攻
め
四
月
城
陥
り
氏
朝
等

戦
死
し
春
王
安
王
は
小
笠
原
大
膳
大

夫
入
道
政
康
及
長
尾
因
幡
守
豊
景
の

為
に
擒
に
せ
ら
れ
ぬ
小
笠
原
政
康
此
の

戦
功
に
因
り
将
軍
義
教
よ
り
褒
賞
と
し

て
足
利
家
重
代
「
鶯
丸
」
の
太
刀
に
し
て

之
に
添
え
た
る
感
状
に
曰
く

今
度
結
城
館
事

即
時
攻
落

凶
徒

等
悉
討
捕

剰
虜

春
王
丸
・安
王
丸

畢

武
略
無
比
類
尤
感
思
食
候

仍
鶯
太
刀
友
成
一
腰

遣
之
候
也

五
月
二
十
六
日

義
教
将
軍
花
押

小
笠
原
大
膳
大
夫
入
道
ど
の
へ

備
前
国
友
成
は
一
條
天
皇
御
宇
永
延
の

頃
の
刀
工
に
し
て
表
に
君
万
歳
と
打
ち

裏
に
備
前
国
友
成
と
打
ち
た
り

結
城
の
大
本
営
に
供
奉
し
け
る
時
鶯
丸

の
太
刀
に
添
え
て
奉
れ
る
歌

光
顕
上

御
軍
は
戦
か
ふ
毎
に
勝
山
の

城
に
つ
た
へ
し
太
刀
た
て
ま
つ
る

大
前
に
さ
さ
ぐ
る
太
刀
の
つ
か
の
ま
も

我
は
忘
れ
じ
君
が
め
ぐ
み
を

明
治
四
十
二
年
八
月
二
十
一
日

東
京
日
日
新
聞

続
刀
剣
談(

十
一)

羽
皐

▲
天
覧
の
名
刀

三
十
六
年
の
秋
、播
州
地
方
に
大
演
習

が
あ
っ
て
、陛
下
姫
路
の
偕
行
社
へ
行
幸

あ
ら
せ
ら
れ
た
時
、天
覧
に
供
し
た
名

刀
が
沢
山
あ
る
が
、（
略
）

酒
井
伯
よ
り
は
古
備
前
友
成
の
太
刀
を

献
上
し
た
が
、友
成
は
古
備
前
の
名
作

な
れ
ど
、
他
の
刀
に
比
し
て
存
し
て
居
る

物
が
多
い
。別
役
君
の
話
に
友
成
中
で

優
れ
た
出
来
で
然
し
て
正
し
い
物
は
鶯

丸
友
成
で
有
ろ
う
と
言
わ
れ
た
。此
刀

は
越
前
勝
山
の
城
主
小
笠
原
家
の
先
祖

が
足
利
家
よ
り
戦
功
に
依
っ
て
賜
っ
た

物
で
、そ
の
時
の
感
状
が
付
い
て
い
る
。

生
忠
で
太
刀
銘
に
て
「
備
前
国
友
成
」

と
長
銘
に
切
っ
て
あ
る
。維
新
後
故
あ
っ

て
宗
伯
爵
家
に
渡
っ
て
同
家
の
重
器
で

あ
っ
た
が
、三
年
程
前
に
田
中
光
顕
伯
が

買
い
取
っ
て
之
を
献
上
し
た
。猶
外
に
友

成
の
あ
る
處
は(

略)

明
治
二
十
八
年
一
月
十
一
日

読
売
新
聞

子
爵
小
笠
原
長
育
特
旨
正
四
位
に
進
め

ら
れ
候
處
病
気
養
生
不
相
叶
遂
に
九
日

逝
去
候
此
段
知
友
並
旧
勝
山
藩
諸
君

に
御
通
知
申
上
候
葬
式
儀
は
今
十
一
日

午
後
一
時
青
山
邸
出
棺
青
山
墓
地
へ
埋

葬
候
也

男

小
笠
原
勁
一

親
戚
子
爵
柳
生
俊
郎

明
治
三
十
五
年
五
月
二
十
七
日

東
京
朝
日
新
聞

●

宗
重
正
薨
去

正
二
位
伯
爵
は
久
し
く
老
衰
白
病
蓐
に

在
り
し
が
、終
に
一
昨
日
二
十
五
日
夕

を
以
て
薨
去
せ
り
。伯
は
故
対
馬
守
義

和
氏
の
三
男
に
し
て
弘
久
四
年
十
一
月

六
日
対
馬
厳
原
に
生
れ
幼
名
義
連
と
い

へ
り
。文
久
二
年
十
二
月
封
を
襲
ぎ
同

三
年
従
四
位
下
侍
従
対
馬
守
に
任
ぜ
ら

れ
明
治
元
年
従
四
位
上
に
昇
叙
、二
年

版
籍
を
奉
還
す
次
い
で
同
二
十
年
正
四

位
に
二
十
五
年
従
三
位
に
三
十
三
年
正

三
位
に
同
年
末
従
二
位
に
昇
叙
、昨
日

を
以
て
別
項
の
如
く
更
に
正
二
位
に
叙

せ
ら
れ
た
り
。明
治
十
五
年
伯
は
所
蔵

の
名
刀
小
烏
丸
を
献
上
し
思
召
を
以
て

金
杯
三
箇
を
賜
は
り
十
七
年
伯
爵
を
授

け
ら
る
。


